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メタンハイドレート資源開発研究
平成13年度研究成果報告会

平成14年7月2日
石油公団 石油開発技術センター
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中
間
評
価

フェーズ１　　　　　FY2001　　　2002　　　　2003　　　2004   　　2005       　2006

陸上産出試験
カナダ
（１回目）

賦存状況調査（南海トラフ）
（地震探査等）

フ
ェ
ー
ズ
１
最
終
評
価

日本近海
試錐調査

フェーズ２　　FY2007　　　　　　2011

フェーズ３　　FY2012　　　　　2016

海洋産出試験
（日本近海）

経済性評価
環境影響評価
等

商業的産出準備
総合評価（経済性、
環境影響等）

基礎研究（探査技術、分解生成技術、生産技術　環境影響評価等）　

フ
ェ
ー
ズ
２
最
終
評
価

最
終
評
価

陸上産出試験
極地方
（２回目）

メタンハイドレート開発計画

海洋産出試
験候補海域
の選定

産出手法
の確定
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メタンハイドレート開発計画の目標
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メタンハイドレート開発の対象
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メタンハイドレート資源開発研究
コンソーシアムの実施体制

資源量評価Ｇ
石油公団

生産手法開発Ｇ
運営協議会 （独）産業技術総合研究所

環境影響評価Ｇ
（財）ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ振興協会

コンソーシアム推進Ｇ
石油公団
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メタンハイドレート資源開発研究の特徴

• 目標明示
• 期間限定
• 多分野、広範囲の研究者の参加
• 国際共同研究
• 横断的課題の効果的・効率的取組み
• 情報交流促進
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ワーキンググループの設置

• ＷＧ－１：ＷＧ海洋調査
– 資源量評価Ｇ：地化学関連
– 環境影響評価Ｇ：海洋ベースライン調査

• ＷＧ－２：ＷＧ産出試験解析
– 資源量評価Ｇ：陸上産出試験関連
– 生産手法開発Ｇ：シミュレータ開発
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横断的課題の例示

• 基礎物性
• 分解生成実験
• 地層変形予測
• 海洋産出試験計画
• 海洋産出試験のＨＳ＆Ｅ
• 経済性検討
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情報交流について

• ホームペイジ：平成１４年８月運用開始予
定

• 簡易情報システム：コンソーシアム関係者
用

• 情報管理本システム：コンソーシアム関係
者用
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コンソーシアムについて

• 正式名称
– メタンハイドレート資源開発研究コンソーシア
ム

• 略称
– ＭＨ２１研究コンソーシアム

• 発足
– 平成１４年３月２０日


